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プレコートステムの中期成織

伊藤浩Ｉ平山光久’谷野弘H１大水旧幸Ｉ
松野丈夫Ｉ三浪明り1９

【目的】セメント使川ステムの斐而には滑らか駁もの，、
ぃｂの，ＰＭＭＡコーティーングしたものなどがあるが，舷

迺な表面加工に関してはまだ結盈が出ていない．プレコー
トステムの中期成綱を検肘したので報告する．

【方法】1987年３月から1996年１０月まで，1015例1631111
節に対してハイブリッド型ＴＨＡを行った．対鎮は．術後

７年未満で死亡した例や追跡不能例を除く１１１例128関節

である．手術時年齢は平均61歳(16-84歳)．経過観察ﾘﾘⅡ1M

は平均11.0年(7.0-16.5年)．ステムはHar｢ｉ５Ｐ唾cuHlt，

prccoatPIus，ＣＤＨＰ唾coatstem(Zimmer社)のいずれ

か唇用い，いわゆる第２世代のセメンテイングテクニック

を用いた．ソケットはＨＧＰ１か.２を用いた．

【結果】再世換術は６関節(5％)に施行きれていた．再世換
の理由は，術後感染が１関節，ソケットの弛みがｌ関節，

反復性脱臼のためソケットの交換が２関節，ソケットメタ

ルシニルからのポリエチレンライナーの脱転が２関節であ

った．ステムで機械的鞍弛みを生じたものはなかった．日

塾会スコアは術前平均46点が，術後平均86点に改善して

いた．ステム側で骨-セメントIlHのradioIucentIineは26関

節(20％)に鰯ぬられた．ステム周回lのostcoIysisは４関節

(3％)に発生していた．１関節(1％)に一時的転坐骨神経麻

郷を認めたが．その他術後深部感染や肺塞栓などの敏症な

合併症は副めらね葱かつた．

【考察】プレゴートステムではステムーセメンHlI1の結合力

が墹加することが報告きれており，その良好駁臨床成績が

鰯告されてきた．しかし近年，表面が滑らか鞍ステムと比

べ，その成績は劣っているとする報告が多い．ＴＨＡの弛み

には，ステム表面加工の他，ステムの形状．オフセット，手

術手技．患者側のfactorなど多くの要因が関辿するが，今

回の検討ではプレコートステムの中期成績は良好であった．
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